






●るうてる法人会連合 もともとは一つの社団組織の下に始められた

ルーテル教会の多様な宣教活動でした。戦後、

法律の定めに従って、伝道は宗教法人、教育は

学校法人、福祉は社会福祉法人に分割され、そ

れぞれの枠内でやってきました。1970年の「自

給」以降は教会と諸法人との経済的なつながり

も薄れてきました。

2002年に、日本福音ルーテル教会 と、ルーテ

ル学校法人会 (3法人 )、 ルーテル社会福祉協会

(27法人 )、 ルーテル幼稚園保育園連合会 (50

園)は、新たに「るうてる法人会連合」を結成
して、組織や運営形態こそ違え、全体として福

音宣教の働きなのだということを再確認し、信

仰的には言うまでもなく、可能な限り多くの場

面・ レベルで協力し合つて、この世 にあって

「宣教共同体」として生きていくことを誓いま

した。まさに原点の確認でした。これから、法

人 (会)の レベルでの協働だけでな く、個別の
施設と各個教会といった草の根レベルでの協働

を目指していきたいものです。

施設の側も、教会に協力するのはもちろんで

すが、なにより、教会は施設も福音宣教の一翼

だということ、その働きは各個教会での伝道と

同じく宣教の最前線 (ミ ッション・ フロンティ
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麦)、 佐賀 (レインボーハウス)、 挙母の元町

(ス モールワン)は じめ各種各様に、市民と協
働しながら営まれていることです。日本福音ル

ーテル社団は、難民支援や国際開発、国際福祉

の働きを進めています。規模や運営形態はさま

ざまですが、各個教会が、イエスさまに倣っ

て、伝道を行なうとともに奉仕の働 きを担って

きたのです。



ア)だ ということを、正しく認識し位置付けね
ばなりません。そこでの働きに「聴 き」、とい

うことは、働きの対象者たちの持つ「求め」、

つまり神さまが関わっていこうとされている

人々の「声」を「聴き」、同時に、働き人たち

(ク リスチャンもそうでない人も含めて)を
「支え、労い、祝福し、力づける」ことが大切

です。施設の側が期待しているのは、なにより

霊的・精神的な関わりなのです。働き人も支え

手も送り出さなければなりません。

〈まとめ〉

(話し合いのために) ① 初めて教会に来られた方に、どう対応した
ら一番適切か、あなたの教会でのその配慮、

やっていること等を語り合ってみましょう。

② 教会での役割分担が一つの宣教活動です。
宣教のパワーアップのため、その役割を考え

てみましょう。現在やっていること、これか

ら出来そうなこと、高齢の方が過去になさっ

たことも傾聴しましょう。その中に貴重なヒ

ントがある筈です。

③ 高齢の信徒の方が集まりやすい教会になっ
ているか、そのためには何が必要か、アイデ
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アを出し合って下さい。

④ 「一教会一牧師」体制から今や「複数共同
牧会」に変って行 く時代、私たちは「羊の大

牧者」はイエス・キリストお一人 という礎を

確固として、教会の働きに広い視野を持ちた

いものです。パー トナーシップは活きていま

すか。
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4.牧会的カウンセリング

●世は挙げて

カウンセリング

流行り

●聴くことに徹する

ことの大切さ

難しい事件が起こるたび、心の対応のために

カウンセラーの登場が要請されます。学校でこ

とが起こると、スクールカウンセラーの配置だ

といいます。結婚カウンセリング、カル トから

の救出カウンセリング、キャリア・カウンセリ

ング、美容カウンセリング……何にでもカウン

セリングという言葉が使われ、しかもそこには

専門職の仕事という響きがあります。「カウン

セリング」とは、例えば広辞苑には「個人の持

つ悩みや問題を解決するため、専門的な方法に

より助言を与えること。個人指導。身上相談。」

とあります。しかし、果たしてこのカウンセリ

ング流行り、カウンセリングの氾濫は、キリス

ト教会に連なる信徒にどのような意味があるで

しょうか。クリスチャンや教会で使われるカウ

ンセリングというものと、巷に温れるカウンセ

リングとは何か違いがあるのでしょうか。

教会では、牧会とか司牧と日本語で言います

が、「羊の群を牧する」ことからとられた「牧

師の務め」の一部 としての牧会カウンセリン

グ。牧会は、ドイツ語では直訳すれば「魂の配

慮」です。

カウンセリングの基本として先ず叩き込まれ

るのは「受容」と「傾聴」です。是非善悪の判

断を差し控えて、無条件に、相談に来ている相

手を受け入れること、これが「受容」でしょ

う。ひたすら自分の心の中に渦巻く思いを訴え

ているときに、聞く側が自分の持っているこれ

までの「経験」から先を見通し、その人にさっ

さと「答」を与えてしまうことをしないで、そ
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れこそひたすら相手の言葉に耳を傾けること、
これが「傾聴」です。このふたつ、「傾聴」と

「受容」とは、言うは易 く行なうは難 しなので

す。本当に難しい。なぜなら私たちは、とりわ

け「善意」に満ちたクリスチャンは、「かゎい

そうな」「迷える小羊」である相手を助けたく
て、「正解」あるいは「真理」を一刻 も早 く
「教えてあげよぅ」とするのです。ですから、
「傾聴」しないし、「受容」してないのです。

人間に回は一つしかないのに、耳は二つある
ことが暗示 していることは大事です。話すこと

の三倍聴かなければ !相談に来る人の中には、
判断に迷っている人もいるし、自分の中では既
に答が出ている人もいます。でも、「聴いても

らいたい」。そぅぃぅ場合なら、訳知 り顔に

「正解」を教えようとすれば、相手が求めてい

るものとは違うことになります。ときには逆に

なります。そんな「答」は不必要だし役に立た

ないのです。ひたすら聴 くことです。判断抜き

に !辛抱が要ります。訓練がなくてはできませ
ん。

隣人の言葉に耳を傾けない人でも、神さまの

言葉には耳を傾けるというのでしょうか。そも

そも、私たちが神を愛するというとき、一体全

体どうしたら神を愛せるようになったのでしょ
うか。それは、取りも直さず、神さまのみ言葉
を聴いたからです。その方が語る言葉を聴かな

ければ、その方がどういう方であるかがどうし

て分かるで しょう。「神の言葉」であるイエ

ス・キリス トに聴かなければ、神さまの心は分
かりっこないのです。今、目の前の人を愛する
ことができるためにも、先ずはひたすら聴かな

くては !
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●共に喜び、共に泣く

自分なりの答を持っていながら相談に来る人

もいます。しかし、心底迷っている人 もいま

す。でも、その人も自分の話をじっくり聴いて

くれる人がいたら、そして、その過程で自分自

身が本当は何を望んでいるか気付いてきたら、

自分で答を出すこともできるし、出した答を実

践することもできることが多いのです。けれど

も、答そのものは同じでも、自分がやっとたど

りつき、納得した答と、人から与えられた答で

は、その人の腹への収まり方が違うのです。そ

の人が決断するときの、また実践に移すときの

力の出具合がおよそ違ってくるのです。そこに

いたる過程がとても大切です。

カウンセリングでも、強調される言葉の一つ

に「あるがまま」というのがあります。「ある

がまま」の相手を受け入れる、「あるがまま」

の自分自身を受け入れる、このことです。

カウンセリングの基本の一つは「共感」で

す。同情と似ているけれども、微妙にニュアン

スが違うかもしれません。ローマ書のあの言葉

「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」

を拳々服鷹しましょう。教会でよく耳にする美

しい言葉ですけれども、その実践は案外難しい

のです。ですが、「傾聴」し「受容」したら、

どうしてもこの「共感」も身につけなければカ

ウンセリングは成功しません。逆に言えば、こ

れさえできるようになると、もう大丈夫でしょ

つ。

キリスト教は「愛」ということを耳にタコが

できるほど語ります。傾聴すること、受容する

こと、共感すること、これこそ愛することの具

体化なのです。愛するということは観念ではあ

ローマ12:15
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●横の関係から縦の

関係への気づきに

りません。心に重荷を負っている隣人へこのよ

うにして関わることで、愛は愛になるのです。

牧会的カウンセリングは、人間関係の問題を

解きほぐすことで落着するのではありません。
いえ、人間の抱えるトラブル、悩み、苦しみは

究極的には神さまの前での解決 (赦しの宣言)

を抜きにしては、真の解決はないことを私たち

は信じています。でも、具体的な問題に取り組
む過程を抜きにして、最初から神の赦しの宣言
では、ありがたいようで、実は何の力にもなら

ないのです。けれども、横の関係に真摯に取り

組み、その過程で他者理解を深め、そして自己

理解ができるようになったときに、そのような

自己が神さまに無条件で受容していただけるこ

とが、その人にとって、その人の存在と魂にと

って、なくてはならない最終解決だということ

を知るのです。しかも感謝を持って。神の無条

件の受容とは、聖書が語る赦しであり愛なので

す。イエス・キ リス トの十字架 と復活によっ

て、私という、またトラブルの関係にある他者
という罪人を神さまが無制約的に赦し、無制限
に愛してくださっていることに他なりません。

牧会的カウンセリングは、心理学的な手法を

用いますが、そのことが可能になる根底を聖書

のメツセージに持つているのです。しかも、カ

ウンセリングにあたる私たち自身をも無条件に

受容していただいていること、キリス トが私に

共感していてくださることによって、相談相手
に関わり続ける不思議な力を与えられているの

です。聖霊の賜物 というべきでしょう。
このような牧会的な関わ り方を通 して初め

て、相手が信徒の場合であれ、未だ信仰に入っ
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●「素人」にもできるし、

やらなければ

ていない人であれ、誰であれ、究極の解決が示

されるのです。ただ「ああ、いいよ」「なんで

もいいよ」と言うのではなく、キリスト教に基

づくカウンセリングが成立し、相手の命を生か

すことに貢献するのです。最後の結果を聖霊の

御手にお委ねしながら。

この章の冒頭に書いたように、カウンセリン

グという言葉には専門性の要求が含まれている

ようです。では、牧会カウンセリングの専門家

である牧師はいざ知らず、専門の訓練を受けて

いないぶつうの信徒には無理なこと、むしろ手

を出さないほうがいいことでしようか。結論か

ら百えば、そういうことはありません。 ここま
で述べてきたように、三つの基本にどこまでも

忠実であろうと心がけながら関わるとき、それ

は誰にでもできることでしよう。愛するという

ことは免許も資格もいりません。傾聴・受容・

共感は、人が人である限り、私たちがキリスト

信徒であろうとする限り、誰もがするべきこと

だし、できるはずです。

もちろん、訓練が必要です。実践の中での訓

練が。そして、やはり人の魂に関わることです

から、下手にいじくつて傷つけてはいけません

(場合によっては、相手を傷つけたことにさえ

気づかないのです)。 プライバシーは尊重しな

ければなりませんが、できたら本人の了解を取

っておいて、牧師に報告 し、相談することで

す。適切な関わり方をアドバイスしてもらうこ

とです。どんなカウンセラーでも、プロになる

のに何百時間というスーパービジョン (指導)

付きの実践を重ねるのです。一人で抱え込むこ

とは教会的ではありません。そして、福音のメ
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(まとめ)

〈話し合いのために〉

ツセージが出るには、ふさわしい出る幕があり

ます。早すぎても遅すぎてもいけません。で

も、最後には、一緒に祈ってカウンセリング・

セッションを終りたいものです。前節の結びで

も述べたように、最後は神さまの御手に委ねる

のです。

①  カウンセリングは、ひたすら相手を受容す
る、傾聴することが大切 とされています。あ

なたは良い聴き手ですか。自分の価値観を押

しつけていませんか。「あるがまま」の相手

を受け入れていますか。

② 「共感」するには何が大切でしょうか。共
に考えてみて下さい。

③ 相手の命を生かすことに貢献するカウンセ
リングとはどういうことでしょうか。カウン

セリングの専門性については専門家でなけれ

ばわかりませんが、私たちは共に喜び、共に

泣く心で、相手のお話に耳を傾けたいもので

す。それぞれの体験から語り合つてみて下さ
い 。
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教会のデイアコニア

松隅 貞雄

「人の子は仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの人の

身代金として自分の命を献げるためにきたのである。」 (マルコ10:45)

1.デイアコニア
ディアコニアとは、ギリシャ語で「仕える」という意味の言葉です。

この言葉で、イエス 。キリストの「神 と人 とに仕え、人の救いのため

に、命を献げる」生き方が示されています。このような生き方を示す適

当な日本語がありませんので、ディアコニアという聖書の中の言葉を用

いて、神 と人とに仕える生き方を示すのです。

神はこの世を愛し、御子イエス・キリストをこの世に遣わし、御子は

父なる神の御心に従い、人に仕え、人を救うために命を献げてください

ました。御子は、この世から父なる神のもとに移るときが来たことを悟

られたとき、夕食の席から立ち上がり、弟子たちの足を洗い、「あなた

がたも互いに足を洗い合わなければならない」とおっしゃり、また「わ

たしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさ

い」という掟をお与えになりました。この掟が守られるときに、ディア

コニアは起こるのです。また、残される弟子たちのために、弁護者であ

る聖霊を遣わすという約束をしてくださいました。聖霊は来てくださ

り、五旬祭の日に教会を誕生させてくださいました。

2.教会の歴史の中で
a)教会は、み霊の働きによって誕生し、霊の賜物に満ちています。
(使徒言行録2:1-4、 Iコ リント12:4-11)

b)教会はキリストの体です。 (Iコ リント12:12-28)
(1)新約聖書の中から

使徒言行録 6章には、貧しい人々を世話するために、 7人の世話人が

選ばれています。彼らは、必要に応じて、説教をしたり、牧会に当たっ

たようです。ローマの信徒への手紙16章では、教会の奉仕者、人々の援

助者 として、フェベという女性が紹介されています。
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(2)初代教会

監督たちがディアコニアの責任を持ち、孤児の家、貧しい人の家、盲

人の家、やもめの家、病院、旅行者のための宿泊所、看護所などの総合

施設を管理していました。

ディアコニッセ (生涯、奉仕に献身する女性)は、婦人たちの洗礼準
備や、礼拝における婦人・子どもの監督や教育のためにおかれました。

また、牧会や、家にいる病人の看護、クリスチャンではない家族の中に

いるクリスチャン婦人たちのために奉仕し、他に、貧しい人を助けた

り、旅行者の面倒を見たりもしました。また、聖餐式の後で、聖餐を病

人の家にも届けました。

(3)中世

修道院がいろいろな奉仕を引き受け、ディアコニアは専門家の仕事に

なり、「善き業」は、自分の魂の救いのためになりました。

0宗教改革時の教会
神の恵みによって宗教改革が起 こり、「聖書のみ、信仰のみ、恵みの

み」の教会が生まれました。教会は、この福音的教理を守るために、世

俗の勢力からの圧迫、およびカトリック教会からの攻撃に対して、激し

く戦わなければなりませんでした。その結果、その後の時代 には、教

理、諸々の規則や組織などが異常に硬化し、精神までも柔軟性を失うに

至りました。

(5)信仰復興運動 (18、 19世紀)

教理や組織が硬化し、精神までも柔軟性を失う中で、神の霊は生きて

働いてくださり、ツィンツェンドルフ、フランケ、ベルデルのような、

霊の力に浴れた人々を輩出させました。人々の霊的覚醒を起こし、罪を

深く自覚させ、人々はキリストによる罪の赦しを知 り、隣人の困窮に対

する責任をも強く自覚するようになりました。霊的に覚醒した人々が、

伝道会や奉仕会を作るようになるのです。また、18世紀末に始まった産

業革命による社会変化によって、社会に大きな困窮が生じました。この

困窮に対して、ディアコニアがなされました。

以上は、ヘンシェル先生の論文によりました。

3。 日本福音ルーテル教会の働き

(1)施設の建設
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1923年 (大正12年)9月 1日、関東地方に大震災が発生すると、教会
は救済委員を任命し、老人や母子救護のために、老人ホームや母子ホー

ムを建設しました。その活動は現在、東京老人ホーム、社会福祉法人ベ

タニヤホームが受け継いでいます。ハンセン病に対しては、パウラス女

史やエカード女史等が救済活動に関わりました。1937年、九州救らい協

会理事に就任された神水教会の潮谷総一郎氏と、室園教会の江藤安純氏

は、キリス ト教の伝道と、生活改善を図るために、ハンセン病患者を訪

間されました。また、久留米教会の池尻慎一医師は、熊本回春病院、東

京全生病院での体験を元にして、「傷める葦」を書かれました。

第二次世界大戦では、多くの戦災孤児が生じました。このことに対応

するために、広安愛児園、別府平和園が設けられました。

(2)ディアコニアを推進させた方々

日本福音ルーテル教会で、最初に組織的な社会福祉事業を始めたの

は、アメリカの婦人宣教師パウラス姉妹でした。姉、モード・パウラス

は、1918年 に来日し、熊本の慈愛園で、子供ホーム、婦人ホーム、老人

ホーム等を創設しました。妹、エーネ・パウラスは、姉と共に慈愛園で

働いた後、1930年から、東京および千葉のベタニヤホームで、母子家庭

や子どもたちのために働きました。

1953年、 ドイツからエリザベート・ストローム宣教師が来日し、1964

年から20年間、釜が崎で、子どもたちや労働者、アルコール依存症の

人々のために働きました。

1960年、 ドイツからヨハンナ・ヘンシェル宣教師が来日し、主に重症

心身障がい児とのキャンプ活動を通して、教会の中にディアコニアの心

を教えてくださいました。

これらの働きは、慈愛園、ベタニヤホーム、喜望の家、北軽井沢ディ

アコニア・キャンプ等で継承され、豊かな稔りをもたらしています。

かつて慈愛園で働いておられた潮谷義子熊本県知事は、全国ディアコ

ニア・ネットワークのパンフレットのために、「私のディアコニアとの

出会い」という次の一文を寄せてくださいました。「私がディアコニア

を知ったのは、1972年 (昭和47年)の ことでした。慈愛園パウラスホー

ム (特養)で奉仕されていた、デンマークのディアコン、ディアコニッ
セのマルムグレン御夫妻の働きでした。御夫妻はここで 5年以上も奉仕

されました。仕えるということをしっかり学びました。イエス様がとる
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にたらない私達に仕えたようにと、マルムグレン先生をとおして、ディ

アコニアのモデルを学びました。」と、まず記されています。そして、
どのような事を学んだかを、具体的に記し、その後「マルムグレン先生

をとおして、私はデイアコニアの実践を深く学びました。これからも学
んだことを生かしていく覚悟でいます」と結んでおられます。

4.デイアコニアの心
(1)「互いに隣り人」

1965年 に始まった東教区のディアコニア・ キャンプは、「互いに隣り

人」というテーマにたどり着きました。このキャンプの生みの親、ヘン

シェル先生は、キャンプで初めて障がい児に会い、ショックを受けた人
に対して、このショックに関して、1974年 3月 に発行された「ディアコ
ニア研究」で、次のように記しています。「極端に言えば、初めて唾の
いっぱい付いた手でさわられたこと、あの薬のにおい、さらに、あの

(一見何を考えているのだか分からない)顔の表情ではなかったでしょ
うか。それは外面的なことです。もちろんそれらに対処することは必要
ですが、実はそれを通して、十字架のイエスとのぶつかり ("出会い"

では表現が生易し過ぎよう)を交えようとしていたかと、今、深く反省
させられます。」

ヘンシェル先生は、障がいに苦しむ人々に、その家族に、助けを必要
としている人々に、貧しい人々に、十字架に付けられた方 。キリストを

見たのです。その人たちに、心を尽 くし、精神を尽 くし、思いを尽 く
し、力を尽 くして関わってくださったのです。こうして、ディアコニァ

は、十字架に付けられた方とのぶつかりの中で担われるのです。

(2)十字架の下でのデイアコニア

1998年 6月 4日 から20日 にかけて、私は、 ドイツのブラウンシュバイ
クの教会と、デイアコニアの奉仕をしてくださったヘンシェル先生の妹
さんたちの招きで、 ドイツの教会ヘデイアコニアの見学に行きました。
まず、ドイツに入る前に、ポーランドのアウシュビッツ強制収容所を訪
ねました。ガス室、立牢、絞首台、銃殺場、死体焼却場、残された靴、

トランク、眼鏡、義足等の山々は、そこがかつて、ユダヤ人 というだけ

で、あるいはナチに抵抗しただけで、家畜のように扱われ虐殺された、

屠殺場であったことをありありと思い起こさせます。二重の鉄条網の外
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にある焼却場を訪れる人はほとんどいませんでしたが、焼却回の前に

は、イングランドの人によって花輪が捧げられてありました。添えられ

た紙片には「You will not and must nOt be fOrgOtten 4.3.98(あ なたが

たは忘れられないでしょうし、また忘れられてはなりません。1998年 3

月 4日 )」 と書いてありました。

アゥシュビッツを後にした私たちは、ヘンシェルさんの案内で、 6月

17日 に、福音ルーテル教会の施設があるアルスター村 (Alsterdorf)を

訪問しました。ここには、教会をはじめ、障がいを負った方々が働いて

いる農場、金具や木工の工場、レストラン、自転車屋、また、奉仕者を

育てる専門学校、病院、居住棟などもあり、それぞれの施設責任者が案

内してくださいました。ここで作られているおもちゃは特許製品で、日

本にも輸出されていました。教会の鐘の音を聞き、生活し、働 くので

す。

ここの定款こそが、デイアコニアとは何であるかをよく伝えていると

思いますので、引用させていただきます。この定款は、1992年10月 16日

にハンブルク市議会で認可され、1993年 7月 7日 および1995年 6月 30日

に改定されたものです。

「この施設は、ディアコニアの施設であり、福音ルーテル教会の中で、

示されているように、イエス・キリストの福音に基づいて、病人や障が

いを負うものに、援助を提供する。それは、次のように表現される。

『神は、御自分にかたどつて、人を創造された。すべての人の尊厳は、

神によつて添えられている。その尊厳は、それゆえに不可侵である。そ

れは人の業績や能力に根差していない。それは、人間の弱さ、病気、障

がいによつても侵されない。』」

この施設にも痛ましい歴史がありました。ヒトラー政権下で、この施

設の障がいを負った方々が殺されたのです。その記念碑には、新しいリ

ボンが飾られ、花が添えてありました。アルスター村の人々は、十字架

に付けられたキリストを仰ぎつつ、ヒトラー政権下で殺された人々のこ

とを決して忘れず、記念しつつ、教会に連なる活動として働き、生活し

ておられるのです。そして、殺された方々を忘れていないこととして、

定款に「神にかたどつて創造された人間の尊厳は不可侵である」という

文章を掲げられたのではないでしょうか。

十字架の下にあるディアコニアは、十字架に付けられた方のあがない
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の恵みを信じ、聖書の言葉に養われる人々によって担われています。苦

しみを分かち合い、苦しみを受け入れ、苦しみを引き受けることを意味

し、復活された方の現臨とその力によって現実の出来事となるのです。

5.全国デイアコニア・ネットワークの働き
a)キ リス トの心に基づいて、人々と社会に仕えるディアコニアの働
きを担っている諸活動体の連帯を図り、共々に成長すること。

b)日本および世界に対するディアコニアの働 きを、より良 く促進す
ること。

C)教会内にディアコニアの精神を広めること。
上記の事項を目的 として発足 した、デイアコニア・ネットワークのセ

ミナーでは、各地でディアコニアを担っている方々が、デイアコニアの

現場である下記の施設を会場に、ほとんどの場合、施設内の宿泊所、あ

るいは教会に泊めていただきなが ら、デイアコニアの心に触れ、研修を

深めてきました。

施設 :デンマーク牧場こどもの家、保谷教会、東京老人ホーム、喜望の家、あゆ

みの家、京都教会、修光学園、健軍教会、広安愛児園、熊本ライトハウス、熊本ラ

イトハウスのぞみホームヽピースハウス・ホスピス、慈愛園バウラスホーム、長島

曙教会、長島愛生園

2004年 は「福祉村」特別養護老人ホームディアコニア、デンマーク牧

場こどもの家を会場に予定しています。

また、「環境 と人権」セミナーも開催するようになり、2004年 2月 の

第 4回セミナーでは、参加者が自分たちにできること等の意見を基に、
「環境宣言」を作成しました。

6.結び
祭司としての牧師の職務が、万人祭司に基礎を置くように、ディアコ

ニアは、すべての信仰者の普遍的なディアコニア、日常の生活の中で行

われるディアコニアに基礎を置いています。キリストの体である教会

と、その肢体である教会員一人ひとりの働きは切 り離せません。人がイ
エスの名によって集まり、聖霊の力によってお互いのために存在すると

き、教会が存在します。また、互いに自分の賜物と力をもって仕え合う

とき、ディアコニアが実現するのです。
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あとがき (LAOS講座第 7号「宣教と奉仕の理論と実際」)

● 「証し、奉仕する信徒になろう」を合言葉に歩みだしたPM21の第
2プロジェクト (P2)の大きな柱の一つである「LAOS講座」シリ
ーズの新刊号をお届けします。すでに創刊号「信徒として生きる」を

用いて学び会や修養会などを行っている教会 も多くあることでしょ

う。キリスト者として召され、教会の兄弟姉妹方との交わりの中に入

れていただいた私たちが今こそ信徒としての自覚に目覚め、社会に仕

える使命を持ってさらに成長してゅきたい。そんな思いでこの号も編

まれました。

● 本号の、教会は「宣教共同体」・神の民 。「教職と信徒」・宣教 と奉
仕の具体像・牧会的カウンセリングは江藤直純委員 (日本ルーテル神

学校長)が執筆しました。
復活のキリストから宣教の委託を受けた私たちは、神の民 として生

活の場所に遣わされ、そこで出会う人々に主の恵みを言葉と行いとを

もって伝えることが求められています。そのためには教職 と信徒、教

職同士、また教会と教会との賜物を生かし合った深い連帯がますます

必要になってきます。また、私たちが出会う人との対話をより深いも

のにするために牧会カウンセリングの知識も大切なことです。

● 本号では、教会のデイアコニアと題して松隈貞雄牧師 (三原・福山
教会牧師)に執筆を依頼しました。地の塩として社会に遣わされてい

る私たちが「デイアコニアの心」を持って具体的に奉仕する場所は数

多 くあります。巻末には現在「デイアコニア・ネットワーク」に加入

している奉仕活動の一覧が記されていますので、是非自分たちにでき

る奉仕を考える上での参考にしていただきたいと思います。

● 「喜ぶ人と共に喜び、泣 く人 と共に泣きなさい」 (ロ ーマ12:15)。 私
たちがそれぞれの生活の中で生きることの恵み、喜びを振 り返 り、か

みしめ、このみ言葉をそれぞれの教会で今一度味わいましょう。

創刊号でもなされたように、本号をテキス トにした各教会での兄弟

姉妹による学びが今回も活発に行われますように。話し合いや互いの
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経験の分かち合いから、私たちの心の中にさらに深い宣教への情熱が

生まれることを願っています。そしてそこから一歩進んで、具体的に

私たちが自分に求められている働きに応え、新しい心で宣教 と奉仕の

最前線へと主から押し出されてゆきたいのです。LAOS(神の民)と
して。

(P2委員長 齋藤末理子)
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全国のルーテル教会関連の社会福祉の働きを広 く知っていただくために、全国ディアコニア・ネット

ワーク、ルーテル社会福祉協会、各教区教区長のご協力をいただいて、このリストを作成いたしました。

付表 1:日本福音ルーテル教会と関わりのある社会福祉の働き (保育園を除く)
教 区 法人・施設 問合せ先

東教区 日本福音ルーテル社団 03-3260-8637

ほしくずの会 03-3268-7857

社会福祉法人ベタニヤホーム 03-3631-0444

すみだ子育て相談センター 03-3621-6455

母子生活支援施設ベタニヤホーム 03-5600-4328

わかちあいプロジェクト 03-3634-7809

社会福祉法人東京老人ホーム 0424-61-2230

東京老人ホーム (養護 ) 0424-61-2230

東京老人ホーム泉寮 (軽費 ) 0424-61-2230

めぐみ園 (特養 ) 0424-61-2230

めぐみ園在宅介護支援センター 0424-67-2794

西東京市高齢者センターきらら 0424-51-1203

特定非営利活動法人あけぼの会 0426-92-0204

社会福祉法人千葉ベタニヤホーム 047-372-3740

旭ヶ丘母子ホーム 043-231-4823

国府台母子ホーム 047-372-1473

市川市立母子生活支援施設曽谷寮 047-373-8732

船橋市夏見母子ホーム 047-423-2176

東海教区 社会福祉法人デンマーク牧場福祉会 0538-23-0380

特別養護老人ホーム__ど _ィ アコニア 0538-23-0380

デンマーク牧場こどもの家 0538-23-4119

スモール ワン 0565-28-0567

社会福祉法人あゆみの家 0584-22-4333

西教区 ディアコニアセンター喜望の家 06-6632-1310

社会福祉法人るうてるホーム 072-878-9371

軽費老人ホーム 072-878-9371

特別養護老人ホーム 072-878-9371

サービスセンター 072-878-0686

社会福祉法人修光学園 075-702-1700

「共に生きる」集い 075-781-3903

ふれあいショップー粒の麦 0820-23-7659

障が下者問題を考える基い「一歩の会」 0832-22-6980

社会福祉法人身体障害者通所授産施設
「心促福祉作業センター」

0835-22-8530

ちいろば会 0836-44-0212

社会福祉法人サマリヤ 特別養護老人ホーム西春日 087-869-1165
ルーテル作業センタームゲン 089-996-77()1

九州教区 社会福祉法人光の子会 093-332-4799

ひか り工芸舎谷町分場 093-332-0030

光の子学園 093-332-0515

ひか り工芸舎 093-391-8677

障害者福祉作業所「レインボーハウス」 0952-24-1437

社会福祉法人キリスト教児童福祉会 096-331-0210

こどもLECセ ンター 096-331-2010
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広安愛児園 096-368-2015
社会福祉法人慈愛園 096-383-4515
熊本ライ トハウス 096-368-2013
熊本ライ トハウスのぞみホーム 096-369-9604
家庭福祉相談所 096-381-4848
慈愛園老人ホーム 096-383-2648
慈愛園子供ホーム 096-383-3509
慈愛園乳児ホーム 096-383-5100
在宅介護支援センター 096-383-7165
パウラスホーム 096-384-1727
慈愛園デイサービスセンター 096-384-3961
慈愛園ケアハウス 096-387-2941
シオン園 0968-62-0428

センターラム 0973-27-5477
社会福祉法人別府平和園 0977-66-3121

※それぞれの施設は必ずしも記載されている教区所属というわけではありません。
分かりやすくするために連絡先所在地があるところに分類し、記載しております。

付表 2:日本福音ルーテル教会と関わりのある幼稚園・保育園 (幼保連合会加盟 )
幼 稚 園 (29園 ) 問合せ先 保 育 園 (21園 ) 問合せ先

めばえ幼稚園 011-561-0485 鶴ケ谷希望園 022-251-4654
雪ケ谷ルーテル幼稚園 03-3727-5419 福室希望園 022-786-5650
蒲田ルーテル幼稚園 03-3731-4437 田子希望園 022-786-2040
田園調布ルーテル幼稚園 03-3722-2889 国府台保育園 0473-72-3740
大岡山幼稚園 03-3729-6500 旭ヶ丘保育園 043-231-5047
大森ルーテル幼稚園 03-3772-2905 菊川保育園 03-
ルーテル羽村幼稚園 0425-54-6351 富士見保育 03-3657-0515
飯田ルーテル幼稚園 0265-22-2213 ルーテル保育園 03-3657-3326
挙母ルーテル幼稚園 0565-32-1764 桜ヶ丘保育園 0265-83-3640
名古屋ルーテル幼稚園 052-731-4734 箱舟保育園 052-823-3040
こひつじ園 0568-91-0244 のぞみ保育園 075-492-2044
真生幼稚園 06-771-0153 メグミ幼児園 075-791-0578
谷の百合幼稚園 082-251-6351 ルーテル保育所 082-241-2479
西条ルーテル幼稚園 0824-22-2252 松崎保育園 0942-72-6537
門司幼稚園 093-321-0800 奈多愛児園 092-606-2307
恵泉幼稚園 092-651-5723 シオン園保育所 0968-62-0853
日善幼稚園 0942-32-4037 ひかり幼児園 096-364-1073
甘木聖和幼稚園 0946-22-3400 愛光幼児園 096-364-0134
日田ルーテル幼稚園 0973-22-3865 白羊保育園 096-352-6365
唐津ルーテル幼稚園 0955-72-2518 愛泉保育園 096-242-0789
牛津幼稚園 0952-66-0347 清泉保育園 0968-26-4070
小城幼稚園 0952-72-3221
佐賀幼稚園 0952-23-6512
玉名ルーテル幼稚園 0968-73-4()96

九州学院みどり幼稚園 096-364-4405
ルーテル学院幼稚園 096-343-3968

神水幼稚園 096-383-2727
めぐみ幼稚園 096-368-2322
さわらび幼稚園 0966-62-2613
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